ユニバーシアード報告書

京都大学４　寺田啓介

1． ユニバーまで

JWOC’11に落ちてからもいつかは海外のテレインで走ってみたいという思いから、選考会に応募しました。ロング・ミドルともそんなに悪くもないけど、良くもないというタイムで本来ならばいけないであろう位置ではあったが、辞退者が多かったため自分の所まで枠が回ってきて、代表に選んでいただきました。トレーニングとしては、5月の選考された直後の7人リレーで捻挫をしてしまい、また前から痛めていた膝のため、思うように走ることができなかった。またトレーニング合宿にもあまり参加できず、しっかりと練習することができなかった。

2． トレーニングキャンプ

現地はとても暑かったため、午前中にテレインで練習するという形になった。出発するころの日本はそれほど暑くなかったため、その気候差に中々適応することができず、また時差ボケもあり、すぐにばててしまった。そのためか、風邪をひいてしまい、中々治らず本選に持ち込んでしまった。食事は非常に美味しく、たくさん食べれました。
3． 本選
【ロング】

テレインは激斜でごつく、コースはタフな感じだった。前述の通り、風邪を引いていたこともあり、また途中から熱中症のような感じになり完走はしたものの、散々な結果となってしまった。ISOMの勉強不足のため、果樹園・耕作地に悩まされた。こういう部分もしっかり知っておかなければならないと思った。日本には中々ないダイナミックなロングレッグが多数あり面白かった。このコースをしっかりと走りきるには、まだまだフィジカル的な部分も足りないと感じた。
【スプリント】
街スプリントで階段がたくさんあり、複雑だった。気候にも慣れたせいか、ロングよりもいいレースができたと思う。ミスもし、順位も良くないが、自分らしいレースができてよかったと思う。レースの入りは落ち着いて入れたが、中盤大きくミスし焦ってしまい、しっかりと地図を読むことができなかった。
【リレー】

２走を走らせてもらいました。大きくミスすることはなかったが、直進がずれることが多かった。海外の選手は下りも速いが、上りも平らなこともあってか同等くらいの速さで走っていった。今回のユニバーのレースの中では、自分の中では一番良かったと思う。
4． 最後に
今回の結果を受けて、体力的な部分ももちろんまだまだであるが、当たり前の事かもしれないけれど、基本的なことができてなければ海外テレインにも対応できないと感じた。まだまだ基本的な技術がしっかりしていないと感じた。また今回はコンディションの大切さを知りました。しっかりとレース本番に向けてコンディションを整えていかなければならないと。

これを糧にもっとオリエンテーリングがうまくなれるよう頑張っていきたいと思います。
最後になりましたが、現地でサポートしてくださった吉田コーチ・小山さん、合宿スタッフの方々、応援してくださった方々、チームメンバーのみんな、本当にありがとうございました。
